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１．HAPIC2022 開催概要 

 

 

 

■タイトル：課題解決の先へ。HAPIC－HAPPINESS IDEA CONFERENCE 

■目的：グローバルな社会課題解決に関わるアクターが集い、学び、議論し、新しいアイデアや 

パートナーとの出会いを通して、社会課題解決を促進すること。 

 

■テーマ：‘国際協力’をリデザインする 

これまでの活動に、新しいプレイヤーと多様なアプローチを組み合わせることで、  

一人ひとりが持続可能な社会の創り手となれる、そんな国際協力の再設計を目指します。 

■開催日時：  

2022 年 2 月 13 日（日）13:30-18:00  

14 日（月）13:30-19:30   

15 日（火）13:30-18:00 

■開催形態：オンライン・「HOPIN」を活用 

 

■特徴：  ①グローバル社会課題解決の最前線で活躍するスピーカーによる約 30 のセッション 

   ②NGO・NPO と支援・連携・サービスを提供したい企業等のブース出展  

   ③レセプション、ブース出展、交流スペースなど 3 日間を通したネットワーキング 

 

■参加費：一般： 9,000 円（早割 7,000 円） 

  JANIC 正会員： 6,000 円（早割 4,000 円） 

  学生： 3,000 円（早割 1,000 円） 

 

■参加者数：560 人（うち JANIC スタッフ 21 人） 

 

■セッション登壇者数：106 人 

■助成：立正佼成会一食平和基金、連合愛のカンパ 

■協賛：伊藤忠商事、笹川平和財団、真如苑 

■協力：アビームコンサルティング、クロスフィールズ、国際協力機構（JICA）、庭野平和財団、   

NexTreams 

■後援：SDGs 市民社会ネットワーク、ETIC.、外務省、自治体国際化協会、 

グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン（GCNJ）、ジャパン・プラットフォーム、 

新公益連盟、日本 NPO センター  

■主催：国際協力 NGO センター（JANIC） 

  



2 

２．プログラム/セッション 
 

（１） セッション数：31 （HAPIC2021：29、HAPIC2020：16） 

（２） オンライン懇親会でのネットワーキングを実施 

    

 

  

参考：セッション・登壇者の紹介ウェブページ（P11～） 
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３．参加者概要 

 

▸参加者数：560 名 （※スタッフ・インターン 21 名含む） 

▸参加セクター分類：NGO/NPO（51％）、企業（20%）、政府・国際機関（8%）、学生（7%）、研究機関・

大学（3%）、財団（3%）、自治体（2%）、メディア他からの参加があった。 
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４．参加者・登壇者アンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

①参加者アンケート結果 

■HAPIC への全体満足度 | 参加者アンケート 

HAPIC に満足したと回答した人は 76％（回答者 55 名中 42 名）であった。 

「大変満足している」21.8%、「満足している」54.5%。 

「どちらでもない」「やや不満である」「不満である」は 23.6%。 

 

 

■HAPIC 参加目的 | 参加者アンケート 

参加目的は、「グローバル課題解決の最新動向を知るため」80.0％、「グローバル課題解決をさらに

前に進めるアイデアを得るため」60.0%、「様々な NGO の取り組みを知るため」58.2%、「人や組織

との新規の関係性を構築するため」21.8%と続いた。 

 

 

アンケート調査実施概要

参加者 登壇者

回答期間

回答方法

設問数 28問 22問

回答率 10%（55名/539名） 33%（35名/106名）

2022/2/15-2022/2/28

オンライン（Surveymonkey）での回答
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■セッション数・セッション時間 | 参加者アンケート 

 

  

 

 

 

 

 

 

■HAPIC 参加で実現できたこと、できなかったこと | 参加者アンケート 

・実現できたこと：「最新情報や必要な知識の入手」92.5%、「課題解決に取り組むモチベーションの

向上」91.7%、「自身の成長や自組織の変革へのアクションを起こすきっかけ」80.8%であった。 

・実現できなかったこと：「知り合いとの再会」79.5%、「新しい人や組織とのネットワーキング」72.5%、

「自身の成長や自組織の変革へのアクションを起こすきっかけ」20.0%であった。 
 

 

 

■次回 HAPIC への関わり方 | 参加者アンケート 

 95.7%が「次回も参加したい」と回答した。 
 

 

・セッション数：31 

69.1%が「ちょうどよい」、29.1%が「多い」、

1.8%が「少ない」と回答した。 

 

・時間：基本 60 分 

 65.5%が「ちょうどよい」、32.7 %が

「短い」、1.8%が「長い」と回答した。 
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参加者アンケートコメント： 

 

■HAPIC への全体満足度とその理由 

・昨年に続きこのような業界全体を引き上げてくれる内容と機会に感謝しています。 

・この規模で、トラブルも多そうなオンラインイベントを運営されたこと、敬服します。 

・取り組みとして希少価値がある。今後も継続をお願いしたい。 

・これまで良く知らなかったこともあり、大いに敬意を表しました。 

・このような交流の機会はお話や意見の交換を通じて具体的な行動に移しやすくなると感じました。 

・自分のような業界の新参者には業界地図となるようないいイベントでした。 

・自分が普段気にしていないトピックについての課題やトレンドなど知ることができた。 

 

・内容は大変よかったが、音声が割れたりハウリングがあり総評では残念ながら「どちらでもない」。 

・大変参考になる話も聞くことができたが、60 分では少し物足りない気がした。90 分位が妥当では。 

・現地化、支援される人を中心に、と、数十年前から言われていることがまだ実現できていないことに

愕然としました。「我々は反省せねば、見つめなおさねば」という言葉は出ましたが、ぼやっとしてい

て、実際の行動にどうつなげるかと言う視点が足りないと思います。 

・もう少し深い内容を期待していた。 

・イベント参加者のニーズに合っているイベントなのかどうかがよくわかりませんでした。 

 

■良かった点や悪かった点、改善すべき点 

・JANIC の本気度が伝わってくるイベントだったように思えます。ありがとうございました。 

・昨年同様、でたセッションの進行がそれぞれすばらしかった。  

・オンラインだから 3 日間、セッションに参加できました。大変ありがたいです。コロナ禍かどうかに

関わらず、対面だったら参加できなかったと思います。   

・細部は別として、全体的に、考えさせられ、国際 NGO の仕事をこれまでよりより理解できるように

なった点が良かったです。 

 

・個人には参加料がちょっと高い。平日は仕事のため思うように参加ができない。 

・時差やネット環境などの課題もあるかとは思いますが、支援活動現場からの発信が増えると良いなと

思います。 

・大きな団体、有名団体、著名人に偏りすぎている気がします。もっと小さい団体にもスポットを当て

てはどうでしょうか。 

・アーカイブ視聴について事前の案内がもう少しあると分かりやすいと思いました。 

・1 分程度の簡単なプロモ動画などあれば会の具体的なイメージができてより広く訴求できたのではな

いか。 
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②登壇者アンケート結果 

■HAPIC への全体満足度 | 登壇者アンケート 

HAPIC に満足したと回答した人は 85.7％（回答者 35 名中 30 名）であった。 

「大変満足している」20.0%、「満足している」65.7%。 

 

 

 

■１セッション当たりの時間 

 「ちょうどよい」71.4%、「短い」28.6%、「長い」0%であった。 

 

 

■セッション企画・登壇を通して期待した事 

  「組織間・セクター間の連携促進」65.7%、「NGO/NPO セクターの成長・改善」54.3%、 

「国際協力関係セクターの成長・改善」51.4%、「自身の成長」20.0%と続いた。 
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■登壇セッションを通して視聴者が得られると思われること 

 

 

■次回 HAPIC への関わり方（登壇者） 

 

 

 

登壇者アンケートコメント： 

 

■セッション企画・登壇を通して期待した事 

・自分たちで実施している事業の認知を広げるとともに、フィードバックを得ること。 

・ネットワーキング、互いの専門をより良く知る事で、将来的な協働の可能性を見出すため。 

・国際協力からグローバル共存への移行。 

・国際開発について様々なテーマを多様な切り口で話しあうこと。 

・営利・非営利を問わず、人がともに働く組織をより幸せな職場にしようとするチェンジ・エージェン

トが増えるために、身近な具体的実例から自組織への応用可能なことを見つけてもらうこと。 

・企業と NGO/NPO セクターの Win-win となるような取り組みや関係性の構築。 

・新しい時代と世界情勢に合わせた、国際協力の新たなモダリティを関係者でともに知恵を出し合って
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作っていきたい、企業も共に成長していきたいと期待した。 

・市民セクターが力を合わせて多文化共生社会を築く体制を強化したい 

・NPO/ NGO のガバナンスの向上になるような情報提供。 

・資金提供者のマインドセットとプログラムデザインの進化。 

・現在の NGO セクターは、日本社会の低迷を反映し、非常に活気がないと思います。このような機会

を通してよりレベルの高い議論が起きることを期待していました。 

・自団体の知見を語ることで、少しでも HAPIC に貢献でき、ひいてはセクター間の連携が進み、国際協

力が促進することを期待した。 

 

■HAPIC への全体満足度とその理由をおしえてください 

・自分にとっても良い俯瞰と気づきの機会となりました 

・全てのセッションに参加したわけではないが、HAPIC の取り組みの意義は十分に感じられた。 

・参加したセッションは極めて少なかったものの、JANIC ならではのセッションが多かった。 

・最近の国際協力の動向を入手できたので、とても勉強になりました。 

・何よりもまず、素晴らしくスムースに運営されていたと思います。お疲れ様でした。 

・多様な関係者を集めて開催されたイベントとして、オーガナイズされた JANIC 事務局の方のご尽力に

感謝するとともに、登壇者としてまた参加者として新たなテーマを学ぶ機会にもなりました。 

 

■HAPIC 全体に関して、良かった点や改善すべき点、ご要望等 

・もっと使いやすいプラットフォームにする、プレイベントなどをいくつか行い盛り上げる、今回の参

加者から次回へつなぐコミュニティづくりがあるといいかも 。 

・もうすこし早い時期から広報開始できていると宣伝に協力しやすかった。 

・これだけの session、事務局の皆さまは企画運営で本当に大変でいらしたと思います。せっかくのコ

ンテンツと登壇者のラインアップなので、集客、特に学生さんや広く一般の方への参加が広がるとよ

い。経営的に可能であれば、学生は無料でもよいのではないでしょうか。 

・集客のお手伝いを事前にあまりできなかったのが申し訳なかったと思っております。大きなテーマを

取り扱ったので、もっとたくさんの方にセッションを視聴いただければよかったと思いました。 

・この時期に日本ファンドレイジング協会や東京ボランティア・市民活動センターなどが大規模な集会

を実施されている。この種のイベントの開催時期の調整が必要だと思う。 

・オーディエンスの重複が見込まれる共通項・関心テーマが多いセッションは、時系列の横ではなく縦

に並べていただけるとよかったです。 

・現職国会議員から大学生まで登壇者の幅が広かったのは、このセミナーの魅力だと思いました。また、

これほど多くの人が同じ志を持っていることに感動しました。オープニングセッションの永井さん、

若い世代の期待の星ですね。これほどの規模のセミナーを開催するには、どれほどの苦労があったの

だろうと思います。JANIC のスタッフの皆様に、心からの敬意をお伝えしたいです。 

・より一般にアピールできる内容のセッションが望ましい。少し専門的すぎるのでは？ 

・継続して企画されているセッションテーマの変遷を周知してもらうと HAPIC に参加・出展するメリ

ットをより多角的に考えることができるのではないか。例えば、HAPIC の歴史や生み出したネットワ

ークを紹介する 60-90 秒程度の動画を作成し、参加者募集時に配信する。または次回の HAPIC 内に

HAPIC が育てたテーマ・ムーブメントを紹介する出展コーナーをつくるなど。   
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参考 HAPIC2021 セッション・登壇者/協力・協賛・後援 
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